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十
月
二
十
九
日
九
時
三
十
分
よ
り
、
品
川

の
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
東
京
で
本
会
主
催

に
よ
る
教
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

里
見
達
人
本
会
理
事
長
が
三
帰
依
文
唱
和

の
後
、「
大
乗
仏
教
は
人
が
共
に
生
き
る
こ

と
を
命
題
と
し
て
い
ま
す
。
全
日
本
仏
教
会

と
し
て
も
社
会
の
動
き
に
無
関
心
で
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
現
代
社
会
の
大
き
な
テ
ー
マ
と

し
て
子
ど
も
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
問
題
に
つ
い
て
先
生
方
と
と
も

に
考
え
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

講
師
の
紹
介
の
後
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
岸
本
洋
平
氏
よ
り
、
問
題
提
起
と
し
て
子

ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
・
子
ど
も
た
ち

が
犯
し
た
行
為
（
犯
罪
）
の
増
加
や
子
ど
も

た
ち
が
被
害
に
あ
っ
た
事
件
の
具
体
的
な
数

字
、
幼
児
虐
待
や
そ
の
問
題
を
預
か
る
児
童

相
談
所
の
相
談
員
の
不
足
を
指
摘
。

続
い
て
パ
ネ
リ
ス
ト
の
舘
盛
寛
行
師
は
、

親
子
関
係
・
家
庭
の
機
能
を
根
本
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。三
帰
依
文
に「
自

ら
僧
に
帰
依
し
た
て
ま
つ
る
」
と
あ
る
が
僧

と
は
サ
ン
ガ
を
指
し
、
共
に
生
き
る
・
支
え

合
う
仲
間
と
い
う
意
味
か
ら
、
問
題
に
直
面

し
た
時
に
帰
っ
て
行
け
る
所
で
も
あ
る
。
親

が
命
の
大
切
さ
、
お
互
い
支
え
合
う
心
を
も

う
一
度
見
直
さ
な
け
れ
ば
子
ど
も
の
問
題
に

辿
り
着
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。
家
庭
を
サ

ン
ガ
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

富
田
富
士
也
氏
は
、
引
き
こ
も
り
と
は
相

手
と
や
り
と
り
出
来
な
い
、
つ
ま
り
人
間
関

係
を
構
築
で
き
な
い
人
達
で
あ
る
。
昭
和
四

十
年
頃
の
世
代
（
十
五
歳
〜
三
十
五
歳
）
か

ら
主
体
性
の
欠
如
が
見
受
け
ら
れ
、
人
と
の

係
わ
り
を
持
た
ず
自
己
愛
の
状
態
に
い
る
若

者
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
若
者
の
共

通
点
は
、
�
自
己
肯
定
観
（
自
分
が
人
か
ら

必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
）、
�
関

係
性
の
希
薄
化
（
他
者
と
の
係
わ
り
）、
�

共
感
性
の
欠
如
（
相
手
の
立
場
に
た
つ
）
で

あ
る
。
こ
の
三
つ
が
希
薄
に
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
集
団
や
社
会
か
ら
身
を
遠
の
け
る

が
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
求
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、

さ
み
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
乗

り
越
え
る
為
に
は
、
心
が
傷
つ
く
リ
ス
ク
を

背
負
っ
て
現
実
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
。

吉
田
博
子
氏
は
、
子
ど
も
や
大
人
が
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル
（
人
間
関
係
を
円
滑
に
す
る

能
力
）
を
学
ん
で
い
け
る
場
を
造
ら
な
け
れ

ば
な
ら
い
。
ま
た
、
ヘ
ル
ピ
ン
グ
（
人
を
助

け
る
能
力
）
を
身
に
つ
け
、
自
ら
行
動
を
起

す
為
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
子
ど
も
は
、
親
か
ら
期
待
さ
れ
た
こ
と

を
返
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
が
、
親
は
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
気
を
配
り
、「
あ
り
が

と
う
・
よ
く
で
き
た
ね
」
と
子
ど
も
を
ち
ゃ

ん
と
誉
め
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

神
谷
信
行
氏
は
、
現
在
、
自
立
援
助
ホ
ー

ム
の
社
会
福
祉
法
人
青
少
年
と
共
に
歩
む
会

「
憩
い
の
家
」
の
役
員
を
し
て
お
り
、
養
護

施
設
を
出
て
行
き
場
の
な
い
子
ど
も
や
、
少

年
院
を
仮
退
院
を
し
た
子
ど
も
、
家
庭
裁
判
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所
で
審
理
中
の
子
ど
も
を
預
か
っ
て
い
る
。

そ
の
経
験
か
ら
、
神
戸
の
事
件
の
加
害
少
年

も
幼
少
期
に
医
者
に
預
け
る
前
に
自
立
援
助

ホ
ー
ム（
全
国
で
約
三
十
カ
所
）で
、
普
通
の

生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
っ

た
か
。
ま
た
、
子
ど
も
の
凶
悪
化
が
云
わ
れ

て
い
る
が
、
昭
和
二
十
年
代
末
の
犯
罪
数
統

計
を
見
る
と
、
現
在
に
比
べ
約
四
倍
も
多
い
。

●
佐
世
保
の
事
件
で
加
害
者
の
子
ど
も
が
チ

ャ
ッ
ト
を
居
場
所
に
し
て
い
た
と
い
う
報
道

か
ら
、
最
近
の
事
件
で
は
パ
ソ
コ
ン
・
ゲ
ー

ム
が
子
ど
も
た
ち
の
心
理
形
成
、
性
格
形
成

・
行
動
力
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
か
？

〈
神
谷
氏
〉

佐
世
保
の
事
件
で
パ
ソ
コ
ン

（
ネ
ッ
ト
）
が
犯
罪
に
及
ぼ
す
影
響
を
強
く

指
摘
し
て
い
る
が
そ
れ
は
逆
で
あ
る
。
加
害

少
女
は
、
審
判
決
定
の
理
由
の
中
で
示
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
共
感
性
が
乏
し
い
と
い
う

こ
と
が
根
本
に
あ
る
が
、
自
分
の
感
情
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト

の
中
に
自
分
の
居
場
所
を
つ
く
り
、
そ
の
居

場
所
を
被
害
者
に
荒
ら
さ
れ
た
と
い
う
感
情

か
ら
事
件
を
起
し
た
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
を

や
っ
て
い
た
か
ら
事
件
を
起
こ
し
た
の
で
は

な
い
と
思
う
。
マ
ス
コ
ミ
の
情
報
を
鵜
呑
み

に
せ
ず
、
正
し
く
見
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
、
ゲ
ー
ム
の
中
に
は
自
己
犠
牲
や
愛
や

友
情
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
も
あ
り
、
す
べ

て
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
。

〈
舘
盛
氏
〉

子
ど
も
の
頃
ゲ
ー
ム
を
通
し
て

友
達
と
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
た
。

ゲ
ー
ム
で
は
リ
セ
ッ
ト
で
き
る
が
、
現
実
と

は
違
う
。
ゲ
ー
ム
を
ス
ト
レ
ス
の
現
実
逃
避

の
場
と
し
て
は
い
け
な
い
。

〈
吉
田
氏
〉

自
分
の
問
題
に
直
面
す
る
時
間

を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。
ゲ
ー
ム
の
中
の
ス

ト
ー
リ
ー
で
は
な
く
自
分
自
身
の
ス
ト
ー
リ

ー
を
考
え
て
ほ
し
い
。

〈
富
田
氏
〉

今
の
子
ど
も
は
寂
し
さ
の
す
り

替
え
に
パ
ソ
コ
ン
に
は
ま
っ
て
い
く
。
そ
の

中
で
は
自
分
の
思
い
ど
お
り
に
な
る
が
、
現

実
に
は
そ
う
は
い
か
な
い
事
実
に
気
づ
い
て

ほ
し
い
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
現
場
で
は
、

会
話
を
す
る
楽
し
み
に
気
づ
く
子
ど
も
が
多

い
。

●
学
校
の
現
状
に
つ
い
て
は
？

〈
吉
田
氏
〉

小
学
校
か
ら
学
年
が
上
が
る
に

従
い
学
校
の
楽
し
さ
が
薄
れ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
今
の
学
生
は
友
達
と
の
関
係
に

す
ご
く
気
を
遣
っ
て
お
り
、
友
達
の
気
持
ち

を
傷
つ
け
る
こ
と
、
自
分
の
孤
立
化
や
自
分

が
傷
つ
く
こ
と
を
嫌
う
傾
向
が
あ
る
。
自
分

の
気
持
ち
を
出
さ
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
お

り
、
新
し
い
人
間
関
係
を
創
る
の
が
苦
手
で

あ
る
。
米
国
の
小
学
校
で
は
、
一
ク
ラ
ス
・

十
五
〜
十
六
人
の
少
な
い
人
数
で
、
高
校
生

や
中
学
生
が
定
期
的
に
訪
問
し
た
り
す
る
。

先
生
は
国
語
・
算
数
は
勿
論
で
す
が
人
の
話

を
聞
く
姿
勢
や
、
人
と
の
対
話
の
中
で
相
手

を
尊
重
す
る
こ
と
を
身
を
以
て
教
え
て
い
る
。

●
子
ど
も
た
ち
を
追
い
込
ん
で
い
る
他
の
要

因
は
？

〈
神
谷
氏
〉

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
考
え
ら
れ

る
が
、
そ
の
一
つ
に
テ
レ
ビ
の
影
響
も
考
え

ら
れ
る
。
ド
ラ
マ
の
途
中
で
入
る
Ｃ
Ｍ
が
感

情
を
分
断
し
、
感
情
の
流
れ
を
回
避
さ
せ
喜

怒
哀
楽
が
薄
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

●
幼
児
虐
待
の
撲
滅
に
行
政
や
社
会
は
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
幼
児
虐
待
の
実
態
は
？

〈
吉
田
氏
〉

幼
児
虐
待
は
過
去
十
年
で
約
二

十
倍
に
増
え
て
お
り
、
平
成
十
年
頃
か
ら
問

題
視
さ
れ
て
き
た
。
子
育
て
を
全
然
楽
し
く

な
い
と
い
う
親
は
約
一
割
に
の
ぼ
り
、
配
偶

者
が
育
児
に
協
力
的
で
な
い
と
約
二
十
六
％

が
楽
し
く
な
い
と
答
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

第
一
子
に
対
す
る
親
の
期
待
が
過
大
で
あ
り
、

思
い
通
り
に
い
か
な
い
と
い
う
ス
ト
レ
ス
か

ら
不
満
を
抱
く
傾
向
が
あ
る
。
周
り
の
サ
ポ

ー
ト
が
特
に
必
要
で
あ
る
。

●
宗
教
界
や
私
た
ち
が
今
後
ど
ん
な
役
割
を

果
た
し
て
い
け
る
か
？

〈
舘
盛
氏
〉

各
地
の
寺
院
で
の
取
り
組
み
と

し
て
、
子
ど
も
坐
禅
会
や
夏
休
み
子
ど
も
会

を
行
っ
て
い
る
。
お
寺
は
様
々
な
人
が
集
ま

り
、
情
報
が
集
ま
る
所
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
起
点
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
話
し

た
り
聴
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

〈
富
田
氏
〉

偏
差
値
世
代
の
子
ど
も
た
ち
は

理
屈
で
な
い
と
納
得
し
な
い
。
し
か
し
、
理

屈
だ
け
で
は
割
り
切
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

素
の
自
分
を
話
し
そ
の
中
で
受
け
入
れ
ら
れ

る
こ
と
、
人
間
は
一
人
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
吉
田
氏
〉

大
人
も
子
ど
も
た
ち
も
人
間
関

係
を
損
得
で
み
て
い
る
。
何
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
よ
り
、
何
を
す
れ
ば
得
か
と
考

え
る
。
ど
ん
な
に
し
ん
ど
く
て
も
人
を
信
じ

る
心
を
子
ど
も
た
ち
に
も
分
か
っ
て
ほ
し
い
。

〈
神
谷
氏
〉

お
寺
は
い
つ
誰
で
も
が
訪
れ
た

場
所
で
あ
る
。
自
立
援
助
ホ
ー
ム
を
全
国
に

増
や
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
費
用
が
掛
か
ら

な
い
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
の
開
設
も
考
え
て

欲
し
い
。
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン
と
は
、
子
ど

も
の
話
を
聴
く
窓
口
で
、
近
年
増
え
て
き
た

が
、
寺
院
で
聴
き
取
り
て
を
育
て
、
親
に
も

言
え
な
い
、
先
生
に
も
話
せ
な
い
子
ど
も
た

ち
の
声
を
聴
き
、
心
と
心
を
結
ぶ
、
一
本
の

命
の
糸
を
つ
な
い
で
ほ
し
い
。

ま
た
、
当
セ
ミ
ナ
ー
出
席
者
の
前
田
武
志

参
議
院
議
員
（
民
主
党
）
か
ら
、
教
育
の
問

題
に
つ
い
て
、
全
国
各
地
の
お
寺
が
地
域
の

中
で
子
ど
も
の
居
場
所
を
提
供
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
う
い
う
運
動
の
口
火
を
お
寺

に
切
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

今
回
当
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
子
ど
も
の
問
題

に
焦
点
を
据
え
て
取
り
上
げ
た
が
、
実
は
大

人
で
あ
る
私
た
ち
が
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
同
種

の
テ
ー
マ
で
各
方
面
の
専
門
家
を
交
え
、
お

寺
が
果
た
す
役
割
を
考
え
る
機
会
と
な
る
よ

う
、
各
地
で
セ
ミ
ナ
ー
等
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。
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十
月
二
十
八
日
、
ホ
テ
ル
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

東
京
を
会
場
に
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会

議
が
開
催
さ
れ
た
（
二
十
団
体
二
十
七
名
出

席
）。
三
帰
依
文
を
唱
和
の
後
、
里
見
達
人

理
事
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。
座
長
に
、
東
京

都
仏
教
連
合
会
理
事
長
の
大
谷
博
通
師
が
選

出
さ
れ
、
議
事
に
入
っ
た
。

一
、
第
三
十
九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開
催

に
つ
い
て

次
回
仏
教
徒
会
議
の
開
催
地
候
補
と
し
て

滋
賀
県
、
福
岡
県
、
長
野
県
の
三
団
体
が
上

が
っ
て
お
り
、
事
務
総
局
と
し
て
は
そ
れ
ぞ

れ
の
仏
教
会
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
開
催
に

向
け
た
折
衝
を
経
て
企
画
概
要
の
調
整
を
行

い
、
滋
賀
県
で
開
催
す
る
方
向
で
纏
ま
っ
た

経
緯
が
説
明
さ
れ
た
。
滋
賀
県
で
の
第
三
十

九
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開
催
を
諮
り
、
満

場
一
致
で
了
承
。
田
中
始
更
滋
賀
県
仏
教
会

副
会
長
並
び
に
前
阪
良
憲
事
務
局
長
か
ら
日

程
概
要
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
滋
賀
大

会
は
平
成
十
七
年
十
一
月
十
六
日
〜
十
七
日

大
津
市
で
の
開
催
を
予
定
。

ま
た
、
今
後
の
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の
開

催
は
、
企
画
立
案
準
備
等
を
鑑
み
二
年
を
基

本
と
し
て
、
そ
の
時
の
事
情
に
応
じ
て
最
低

三
年
に
一
回
の
開
催
で
了
承
さ
れ
た
。

二
、
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
制
の
導
入
に
つ
い
て

ブ
ロ
ッ
ク
制
に
つ
い
て
は
前
回
会
議
か
ら

継
続
審
議
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
を
七
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
け
て
順
に
全
日
本
仏
教
徒
会
議
開

催
を
担
当
し
て
い
く
と
い
う
案
で
あ
る
。
主

に
経
費
の
問
題
や
未
加
盟
県
が
多
い
ブ
ロ
ッ

ク
で
の
開
催
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
ど
う
し

た
ら
継
続
的
に
開
催
で
き
る
か
協
議
を
行
っ

た
結
果
、
継
続
審
議
と
し
て
次
回
会
議
に
再

度
提
案
す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。

都
道
府
県
仏
教
会
の
活
動
報
告
と
し
て

�
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
報
告
、
�
鳥
取
県
の
宗

教
法
人
情
報
開
示
に
つ
い
て
、
�
各
仏
教
会

活
動
報
告
（
青
森
県
・
静
岡
県
・
岐
阜
県
）

が
な
さ
れ
た
。

本
会
か
ら
の
報
告
事
項
と
し
て
�
公
益
法

人
制
度
改
革
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
�
改

革
推
進
委
員
会
審
議
状
況
に
つ
い
て
、
�
財

団
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
に

つ
い
て
、
�
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
復
興
事

業
の
終
結
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
よ

り
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

平
成
十
七
年
十
一
月
十
六
・
十
七
日

全
日
本
仏
教
徒
会
議
滋
賀
大
会
開
催
へ

十
一
月
十
日
、
ホ
テ
ル
日
航
大
阪
で
大
阪

府
仏
教
会
主
催
の
第
三
十
九
回
大
阪
府
仏
教

徒
大
会
が
、「
宗
教
と
政
治
〜
日
は
昇
る
の

か
〜
」
と
題
し
開
催
さ
れ
た
。
政
治
と
宗
教

に
関
す
る
五
回
目
の
企
画
で
あ
る
。

式
典
で
は
三
帰
依
文
唱
和
の
後
、
増
田
貞

圓
大
阪
府
仏
教
会
会
長
が
、
挨
拶
の
中
で
国

内
外
の
諸
問
題
に
つ
い
て
触
れ
「
私
た
ち
は

戦
後
六
十
年
、
経
済
的
繁
栄
を
一
度
は
得
た

も
の
の
、
そ
れ
と
は
引
き
替
え
に
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
も
の
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。
次
に
来
賓
代
表

と
し
て
、
齋
藤
明
聖
本
会
事
務
総
長
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
前
田
武
志
氏
（
参

議
院
議
員
・
民
主
党
）、
麻
生
弘
道
師
（
大

阪
市
仏
教
会
会
長
）、
川
崎
泰
資
氏
（
椙
山

女
学
園
大
学
教
授
）、
増
田
貞
圓
師
ら
が
、

戦
後
六
十
年
の
反
省
を
含
め
、
政
治
・
宗
教

・
教
育
の
未
来
、
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
述
べ
、
徹
底
討
論
が
行

わ
れ
た
。

約
五
百
人
の
参
加
者
も
熱
の
こ
も
っ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
聞
き
入
り
盛
会
の
内
、
終
了

し
た
。

そ
の
後
、
同
ホ
テ
ル
で
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
た
。 第３９回

大
阪
府
仏
教
徒
大
会

十
月
二
十
六
日
、
東
京
・
帝
国
ホ
テ
ル
で

第
五
十
一
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

大
会
に
先
立
ち
、鷹
司
誓
玉
名
誉
会
長（
善

光
寺
大
本
願
法
主
）
導
師
の
も
と
、
全
日
本

尼
僧
法
団
に
よ
る
記
念
法
要
を
厳
修
し
、
出

席
者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
た
。

開
会
の
挨
拶
で
大
賀
美
都
子
会
長
代
行
は
、

子
ど
も
が
犠
牲
に
な
る
事
件
の
多
さ
を
憂
い

「
仏
教
婦
人
の
立
場
か
ら
協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
語
り
、
続
い
て
里
見
達
人
本
会
理
事

長
が
来
賓
の
挨
拶
を
述
べ
た
。
次
に
、
イ
ン

ド
ブ
ッ
タ
ガ
ヤ
の
日
本
寺
境
内
に
あ
る
無
料

診
療
所
「
光
明
施
療
院
」
の
運
営
の
基
と
な

る
写
経
運
動
の
報
告
が
あ
り
、
山
田
一
真
国

際
仏
教
興
隆
協
会
理
事
長
へ
写
経
が
手
渡
さ

れ
た
。
後
日
、
日
本
寺
で
の
法
要
の
後
、
納

経
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
舞
台
上
で
各
宗
派
の

御
詠
歌
が
唱
え
ら
れ
平
和
を
祈
っ
た
。

第５１回

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会

各宗派の御詠歌を唱え平和を祈った

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

協
議
事
項

報
告
事
項

２００４年１２月１日4



十
月
二
十
九
日
よ
り
三
十
日
ま
で
、
タ
イ

の
バ
ン
コ
ク
・
ク
イ
ー
ン
ズ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
世
界
仏
教
徒
連
盟
（
以
下
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）
本
部

と
隣
接
）
に
お
い
て
、
第
六
十
九
回
執
行
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
本
会
か
ら
、
壽
山
良
光

国
際
文
化
部
長
、
北
折
真
一
国
際
文
化
部
次

長
、
お
よ
び
、
私
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
執
行
委
員
・
本

会
国
際
委
員
会
委
員
、
戸
松
義
晴
が
出
席
し

た
。二

十
八
日
午
前
に
成
田
を
出
発
し
、
執
行

委
員
会
に
先
立
っ
て
Ｗ
Ｆ
Ｂ
事
務
総
長
パ
ロ

ッ
プ
・
タ
イ
ア
リ
ー
氏
お
よ
び
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
副

事
務
総
長
パ
タ
ラ
ポ
ー
ン
・
シ
リ
カ
ン
チ
ャ

ナ
氏
と
夕
食
を
共
に
し
、
今
回
の
会
議
に
必

要
な
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
持
ち
、
お
互
い
に

意
見
交
換
を
行
な
い
相
互
理
解
を
深
め
た
。

翌
二
十
九
日
に
は
、
第
六
十
九
回
執
行
委

員
会
が
朝
九
時
よ
り
開
催
さ
れ
、
ま
ず
前
回
、

台
湾
で
行
わ
れ
た
、
第
六
十
八
回
執
行
委
員

会
の
議
事
録
・
事
業
会
計
報
告
お
よ
び
そ
の

承
認
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
重
要
な
議
題
の
一
つ
で
あ
る
、「
仏

陀
の
肖
像
の
濫
用
」
の
問
題
が
議
論
さ
れ
、

特
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
映
画
で
、
仏
陀
の
頭
部

に
若
者
が
乗
っ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
等
具
体
例

が
挙
げ
ら
れ
た
。
小
生
は
全
仏
の
取
り
組
み

お
よ
び
、
各
国
が
協
力
し
て
情
報
交
換
な
ら

び
に
啓
蒙
活
動
を
行
な
う
重
要
性
を
述
べ
た
。

次
に
Ｗ
Ｆ
Ｂ
へ
の
新
規
加
盟
お
よ
び
不
活

動
セ
ン
タ
ー
の
処
遇
に
関
し
て
、
会
費
五
年

以
上
未
納
入
団
体
の
会
員
名
簿
か
ら
の
削
除

お
よ
び
、
加
盟
申
請
団
体
に
関
し
て
は
、
各

地
域
の
副
会
長
・
執
行
委
員
を
中
心
に
精
査

し
、
承
認
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

ま
た
次
回
第
二
十
三
回
世
界
仏
教
徒
会
議

の
開
催
地
と
し
て
、
カ
ナ
ダ
が
候
補
地
と
し

て
あ
が
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
次
の
二
○
○
七

年
度
世
界
仏
教
徒
会
議
開
催
地
と
し
て
、
イ

ン
ド
・
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
お
よ
び
韓
国
か
ら
の
意

思
表
示
が
な
さ
れ
、
継
続
審
議
事
項
と
な
っ

た
。そ

し
て
、
今
回
の
執
行
委
員
会
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
規
約
改
正
案
に
つ
い
て
、
二
日

間
に
わ
た
り
活
発
な
議
論
お
よ
び
検
討
が
な

さ
れ
た
。
規
約
改
正
の
目
的
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
お

よ
び
加
盟
セ
ン
タ
ー
が
現
在
の
世
界
の
諸
問

題
に
対
し
て
、
仏
教
徒
と
し
て
問
題
解
決
の

た
め
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
機
能
的
な
組

織
と
す
る
た
め
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
�
十
六
人
の
副
会
長
を
五

つ
の
地
域
セ
ン
タ
ー
よ
り
選
挙
に
て
選
出
し
、

執
行
委
員
お
よ
び
各
委
員
会
の
委
員
長
と
し

て
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
運
営
に
積
極
的
に
関
与
す
る

こ
と
。
�
Ｗ
Ｆ
Ｂ
憲
章
に
仏
教
徒
の
智
慧
・

慈
悲
に
も
と
づ
く
非
暴
力
・
寛
容
・
共
生
の

理
念
を
も
っ
て
、
世
界
平
和
・
環
境
問
題
な

ど
人
類
の
重
要
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
明

記
す
る
。
�
執
行
委
員
会
の
役
割
の
強
化
、

未
来
へ
の
展
望
と
社
会
的
使
命
が
新
た
な
項

目
と
し
て
加
え
ら
れ
た
。

特
に
�
の
副
会
長
選
出
の
件
で
は
、
新
規

約
で
は
全
地
域
セ
ン
タ
ー
が
投
票
権
を
持
つ

民
主
的
な
選
挙
で
選
ば
れ
る
た
め
、
地
域
セ

ン
タ
ー
の
数
に
よ
っ
て
き
ま
る
。
し
か
し
そ

こ
に
は
各
セ
ン
タ
ー
の
実
情
お
よ
び
仏
教
徒

の
数
は
反
映
さ
れ
な
い
。
全
仏
は
こ
の
問
題

を
強
く
主
張
し
、
規
約
に
地
域
セ
ン
タ
ー
の

数
お
よ
び
セ
ン
タ
ー
の
持
つ
仏
教
徒
数
を
考

慮
し
て
副
会
長
を
選
出
す
る
と
い
う
一
文
を

新
規
約
に
明
記
さ
せ
た
。

小
生
は
執
行
委
員
と
し
て
、
は
じ
め
て
Ｗ

Ｆ
Ｂ
執
行
委
員
会
に
参
加
し
て
、
事
務
局
お

よ
び
各
執
行
委
員
の
、
仏
教
の
社
会
的
役
割

の
強
化
へ
の
真
摯
な
取
り
組
み
に
深
い
感
銘

を
受
け
た
。
朝
食
か
ら
休
憩
時
間
、
お
よ
び

夕
食
時
ま
で
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く
上
記
の

内
容
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
、
私
た
ち
参

加
者
三
人
は
日
本
語
で
話
す
こ
と
も
ま
ま
な

ら
ず
、
何
を
口
に
し
た
の
か
も
わ
か
ら
な
い

ほ
ど
、
会
議
に
集
中
し
た
。
そ
の
中
で
特
に

感
じ
た
こ
と
は
、
本
部
役
員
な
ら
び
に
各
執

行
委
員
よ
り
、
現
代
の
諸
問
題
に
対
し
て
ぜ

ひ
、
日
本
の
仏
教
徒
お
よ
び
全
日
本
仏
教
会

が
Ｗ
Ｆ
Ｂ
の
中
で
も
指
導
的
・
中
心
的
役
割

を
担
い
、
憲
章
に
盛
り
込
ま
れ
た
仏
教
理
念

の
具
現
化
に
努
め
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
で

あ
っ
た
。

世
界
仏
教
徒
連
盟（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）

第
６９
回
執
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
る

●
仏
教
の
果
た
す
社
会
的
役
割
と
そ
の
具
現
化
に
む
け
て

報
告

Ｗ
Ｆ
Ｂ
執
行
委
員

国
際
委
員
会
委
員

戸
松

義
晴

ワナミッティ会長（前列中央）、パロップ事務総長（後列中央）
戸松義晴執行委員（後列右より４番目）
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十
一
月
九
日
、
奈
良
県
櫻
井
市
の
総
本
山

長
谷
寺
で
鳥
居
愼
譽
管
長
の
晋
山
式
が
厳
か

に
執
り
行
わ
れ
た
。

晋
山
式
は
、
真
言
宗
各
派
各
山
本
山
会
は

じ
め
全
国
各
地
の
所
縁
寺
院
の
諸
大
徳
、
檀

信
徒
が
多
数
参
列
し
鳥
居
管
長
の
就
任
を
祝

っ
た
。

ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
都
ホ
テ
ル
大
阪
で

の
祝
賀
会
で
は
、
約
六
百
五
十
名
が
出
席
し
、

浅
井
侃
雄
宗
務
総
長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
挨

拶
と
し
て
、
真
言
宗
各
派
総
大
本
山
会
・
真

言
宗
長
者
で
あ
る
片
山
宥
雄
真
言
宗
大
覚
寺

派
管
長
、
里
見
達
人
本
会
理
事
長
が
祝
辞
を

述
べ
た
。
さ
ら
に
、
祝
宴
の
中
で
、
謡
曲「
鶴

亀
」、
古
箏「
魚
船
唱
晩
」、
二
胡
と
古
箏「
賽

馬
」
が
披
露
さ
れ
、
美
し
い
し
ら
べ
が
本
日

の
慶
賀
を
讃
え
て
い
た
。

真
言
宗
豊
山
派

鳥
居
愼
譽
管
長
晋
山
式

祝賀会で挨拶する鳥居管長

ネ
パ
ー
ル
王
国

マ
ナ
ン
ダ
ー
ル
議
員
が
来
局

十
月
二
十
七
日
、
ネ
パ
ー
ル
国
会
議
員
ラ

ク
ス
ミ
・
ダ
ス
・
マ
ナ
ン
ダ
ー
ル
氏
が
本
会

を
表
敬
訪
問
さ
れ
、
齋
藤
明
聖
事
務
総
長
・

本
会
国
際
文
化
部
と
懇
談
し
た
。

氏
は
十
一
月
三
十
日
か
ら
十
二
月
二
日
ま

で
、
ネ
パ
ー
ル
王
国
ル
ン
ビ
ニ
ー
で
開
催
さ

れ
る
、「
第
二
回
世
界
仏
教
徒
サ
ミ
ッ
ト
」

の
財
政
委
員
長
で
も
あ
り
、
参
加
要
請
の
た

め
、
ア
ジ
ア
各
国
を
歴
訪
中
で
あ
っ
た
。

本
会
か
ら
、
来
春
刊
行
を
目
処
に
現
在
制

作
し
て
い
る
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
考
古

学
発
掘
調
査
報
告
書
へ
の
ネ
パ
ー
ル
王
国
ギ

ャ
ネ
ン
ド
ラ
国
王
の
挨
拶
文
の
寄
稿
を
依
頼
。

ま
た
、
マ
ヤ
堂
内
に
考
古
学
調
査
の
記
念

プ
レ
ー
ト
を
設
置
す
る
件
に
つ
い
て
も
協
議

が
行
わ
れ
た
。

マナンダール氏から記念品を受け取る
齋藤明聖事務総長

十
月
十
九
日
、「
て
ら
ネ
ッ
ト
Ｅ
Ｎ
」（
全

国
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
対
応
寺
院
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
が
設
立
さ
れ
た
。
設
立
に
先

立
ち
十
八
日
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
築

地
本
願
寺
を
会
場
に
二
百
五
十
名
が
集
い

開
催
さ
れ
た
。

「
て
ら
ネ
ッ
ト
Ｅ
Ｎ
」
と
は
、
不
登
校

や
ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
青
少
年
た
ち
の
ケ

ア
を
行
っ
て
い
る
全
国
の
寺
院
・
団
体
を

つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
現
代
社
会
の

中
で
若
者
が
直
面
し
て
い
る
心
の
問
題
に

対
処
す
る
た
め
の
組
織
。
現
在
、
十
二
の

寺
院
と
五
団
体
が
参
加
し
て
お
り
、（
財
）

全
国
青
少
年
教
化
協
議
会
（
全
青
協
）
が

中
心
と
な
り
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

第
一
部
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

を
紹
介
す
る
と
共
に
参
加
し
て
い
る
寺
院

や
団
体
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
。

第
二
部
に
お
い
て
は
、
教
育
評
論
家
で

法
政
大
学
教
授
の
尾
木
直
樹
氏
を
講
師
に

迎
え
「
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
現
状
と

課
題
」
と
題
し
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

尾
木
氏
は
、
現
状
の
報
告
と
共
に
、
主
な

相
談
ポ
イ
ン
ト
し
て
「
あ
り
ま
ま
の
自
分

を
愛
せ
る
か
。
今
を
輝
い
て
い
こ
う
（
自

信
を
持
つ
こ
と
）。
慌
て
ず
焦
ら
ず
落
ち

着
い
て
」
と
三
点
を
掲
げ
た
。
次
に
元
当

事
者
、
二
人
か
ら
の
提
言
で
は
、
両
者
と

も
い
じ
め
が
原
因
で
ひ
き
こ
も
り
に
な
っ

た
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
親
に
し
て
欲
し

く
な
い
こ
と
と
し
て
「
必
要
以
上
に
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
な
い
こ
と
」「
本
人
が

考
え
る
時
間
的
余
裕
を
与
え
る
こ
と
」「
自

分
た
ち
が
し
て
い
る
こ
と
が
本
当
に
正
し

い
か
考
え
て
欲
し
い
」
な
ど
と
語
っ
た
。

続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

「
第
三
者
お
よ
び
地
域
社
会
に
よ
る
支
援

の
あ
り
方
」
と
題
し
て
、
尾
木
氏
、
野
田

大
燈
師
（
社
会
福
祉
法
人
四
恩
の
里
・
香

川
）、
清
水
谷
善
英
師
（
愛
和
会
・
兵

庫
）
和
田
重
良
氏
（
く
だ
か
け
生
活
舎
・

神
奈
川
）
の
四
人
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
行
わ

れ
た
。
そ
の
中
で
野
田
師
は
、「
本
人
が

ひ
き
こ
も
り
か
ら
本
当
に
抜
け
出
し
た
い

か
ど
う
か
が
要
に
な
る
。
本
人
一
人
だ
け

で
な
く
家
族
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

て
ら
ネ
ッ
ト
Ｅ
Ｎ
相
談
窓
口
・
事
務
局

電
話
〇
三
・
三
五
四
一
・
六
七
七
七

（
毎
週
火
・
金
曜
一
〇
時
〜
一
七
時
）

http
://w

w
w
.teranet-en.org/

「
て
ら
ネ
ッ
ト
Ｅ
Ｎ
」が
設
立
さ
れ
る

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
青
少
年
の
ケ
ア
を
目
的
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十
二
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

十
三
日
▼
「
同
宗
連
」
行
政
責
任
者
研
修
会

▼
国
際
委
員
会

十
四
日
▼
真
宗
大
谷
派
難
波
別
院
へ
打
合
せ

▼
法
律
相
談
室

十
五
日
▼
宗
教
法
人
実
務
研
修
会
出
席

▼
日
蓮
宗
・
公
益
法
人
制
度
改
革
に

関
す
る
研
究
会
出
席

十
八
日
▼
「
て
ら
ネ
ッ
ト
Ｅ
Ｎ
」
設
立
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席

▼
菊
池
法
純
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
顧

問
来
局

十
九
日
▼
平
成
十
七
年
度
事
業
予
算
大
綱
検

討
局
内
会
議

二
十
一
日
▼
日
宗
連
幹
事
会

二
十
二
日
▼
財
団
設
立
五
十
周
年
記
念
事
業

準
備
委
員
会

▼
Ｗ
Ｆ
Ｂ
執
行
委
員
会
事
前
打
合
せ

▼
朝
日
新
聞
社
記
者
来
局

二
十
六
日
▼
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会
出
席

▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
文
化
庁
訪
問

二
十
九
〜
三
十
日
▼
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
仏
教
徒
連

盟
執
行
委
員
会
出
席（
バ
ン
コ
ク
）

二
十
八
日
▼
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

二
十
九
日
▼
教
化
セ
ミ
ナ
ー

▼
法
律
相
談
室

二
日
▼
宗
教
教
育
推
進
特
別
小
委
員
会

▼
法
律
相
談
室

五
日
▼
事
務
総
局
局
内
会
議

▼
日
本
曹
渓
宗
宗
務
総
長
来
局

六
日
▼
京
都
府
仏
教
連
合
会
・
仏
教
講
演
会

出
席

八
日
▼
第
五
回
改
革
推
進
委
員
会

九
日
▼
真
言
宗
豊
山
派
鳥
居
愼
譽
管
長
就
任

祝
賀
会
出
席

▼
ミ
ャ
ン
マ
ー
公
使
来
局

十
日
▼
人
権
啓
発
研
修
会

▼
大
阪
府
仏
教
徒
大
会
出
席

就
任

理
事

葦
原
正
憲
（
曹
洞
宗
）

評
議
員

乙
川
暎
元
（
曹
洞
宗
）

泉
山
益
宣
（
青
森
県
仏
教
会
）

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員

乙
川
暎
元
（
曹
洞
宗
）

税
務
委
員

宮
崎
英
輝
（
曹
洞
宗
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員

葦
原
正
憲
（
曹
洞
宗
）

改
革
推
進
委
員

志
保
見
道
元
（
曹
洞
宗
）

国
際
委
員

小
林
千
秋
（
曹
洞
宗
）

総
務
委
員

山
下
昭
文
（
曹
洞
宗
）

宗
教
教
育
推
進
委
員葦

原
正
憲
（
曹
洞
宗
）

退
任

理
事

河
村
松
雄
（
曹
洞
宗
）

評
議
員

佐
藤
良
彦
（
曹
洞
宗
）

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員

佐
藤
良
彦
（
曹
洞
宗
）

税
務
委
員

河
村
松
雄
（
曹
洞
宗
）

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員

渕
英
徳
（
曹
洞
宗
）

改
革
推
進
委
員

荒
澤
義
範
（
曹
洞
宗
）

国
際
委
員

伊
東
俊
彦
（
曹
洞
宗
）

総
務
委
員

菅
野
斌
允
（
曹
洞
宗
）

宗
教
教
育
推
進
委
員渕

英
徳
（
曹
洞
宗
）

鷲
尾
隆
輝
師

十
月
十
五
日
遷
化

八
十
八
歳

東
寺
真
言
宗
管
長

無料法律
相談室
長谷川正浩顧問弁護士に
よる、無料法律相談を毎
月第二、第四木曜日の午
後開催しております。本
会事務総局０３（３４３７）９２７５
へ事前予約の上おいで下
さい。

現
在
、
本
事
業
大
詰
め
の
作
業
で
あ
る
『
マ
ヤ

堂
遺
跡
考
古
学
発
掘
調
査
最
終
報
告
書
』
の
発
刊

等
に
鋭
意
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

長
期
に
亘
る
難
事
業
推
進
の
た
め
、
事
業
資
金

が
不
足
を
来
た
し
て
お
り
誠
に
恐
縮
で
す
が
皆
さ

ま
に
事
業
資
金
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

京
都
仏
教
会
様

金
、
百
萬
円

〈
九
月
十
一
日
〜
十
一
月
十
日
受
付
順
〉

【
篤
志
の
振
込
先
口
座
番
号
】

＊
郵
便
局
〇
〇
一
三
〇
―
六
―
三
七
六
〇
〇

加
入
者
名

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

※
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
協
力
金
と
明
記
下
さ
い
。

＊
銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
浜
松
町
支
店

普
通
預
金
口
座

七
七
〇
三
五
八

口
座
名
義
財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

※
振
込
手
数
料
を
差
し
引
い
て
お
振
込
下
さ
い
。

●
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

（
財
）全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
国
際
文
化
部

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

篤
志
支
援
者
ご
芳
名

本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

加
盟
団
体
行
事
を
掲
載
せ
い
た
し
ま
す

●
情
報
を
随
時
募
集
で
す

当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
加
盟
団
体
の
情
報
提

供
の
場
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。

�
法
要

�
法
話
・
布
教

�
坐
禅
・
修
行

�
写
経
・
写
仏

�
展
覧
会

�
公
演

�
講
演
会
・
講
座
・
研
修
会

�
縁
日

	
そ
の
他

【お問い合せ・お申込】
本会社会部宛にご連絡下さい。
電話０３‐３４３７‐９２７５
URL : http://www.jbf.ne.jp

事
務
総
局
録
事

十
月
（
十
一
〜
三
十
一
日
）

十
一
月
（
一
〜
十
日
）

人
事

哀
悼
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二
〇
〇
四
年
十
二
月
一
日
発
行

十
二
月
号

第
五
〇
四
号

救援基金へのご協力のお願い

日
本
全
国
で
災
害
が
多
発

本
年
の
日
本
各
地
は
、
多
く
の
台
風
が
上

陸
し
、
広
範
囲
の
地
域
が
度
重
な
る
風
水
害

の
罹
災
を
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月

二
十
三
日
夕
刻
、
新
潟
県
中
越
地
域
を
襲
っ

た
大
規
模
地
震
は
、
本
会
加
盟
団
体
所
属
寺

院
は
も
と
よ
り
、
周
辺
市
町
村
の
住
民
と
家

屋
、
道
路
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
等
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
害
状
況
は
、
死
者
三
十
九
人
・
負
傷
者

約
二
七
〇
〇
人
、
家
屋
被
害
は
全
壊
も
含
め

一
八
〇
〇
〇
棟
以
上
に
の
ぼ
っ
て
お
り
ま
す

（
十
一
月
十
日
現
在
消
防
庁
調
べ
）。
各
寺

院
の
被
害
状
況
は
、
現
在
調
査
中
で
す
が
数

百
ヵ
寺
が
被
害
に
遇
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

現
在
は
、
政
府
、
新
潟
県
の
ほ
か
民
間
や

仏
教
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
の
救
援
活
動
が
始
ま
り
、

各
宗
派
の
調
査
団
や
青
年
会
が
現
地
に
入
り
、

被
災
住
民
へ
の
食
料
、
生
活
物
資
な
ど
も
搬

入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
中
越
地
域

は
、
県
内
有
数
の
豪
雪
地
域
で
も
あ
り
、
寒

気
と
雨
露
を
し
の
ぐ
住
宅
建
設
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
復
旧
な
ど
一
日
も
早
く
、
平
常
の
生

活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
切
に
願
う
次
第
で
す
。

本
会
で
は
、
国
内
外
に
お
け
る
災
害
支
援

や
人
道
的
支
援
等
に
対
し
、
緊
急
且
つ
迅
速

な
支
援
対
応
を
す
べ
く
、
救
援
基
金
口
座
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
。
加
盟
団
体
、
各
ご
寺

院
、
檀
信
徒
、
門
信
徒
の
み
な
さ
ま
の
救
援

の
ご
寄
付
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
十
一
月
一
日
に
新
潟
県
仏
教
会
へ
見

舞
金
三
十
万
円
を
寄
託
い
た
し
ま
し
た
。

尚
、
お
寄
せ
頂
い
た
救
援
基
金
は
被
災
地

域
へ
の
お
見
舞
い
、
救
援
費
な
ど
状
況
に
応

じ
た
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

救
援
金
の
送
付
は
左
記
の
要
領
で
お
願
い

致
し
ま
す
。

記

郵
便
振
替
口
座

口
座
名
義

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

口
座
番
号

〇
〇
一
三
〇
―
六
―
三
七
六
〇
〇

お
問
い
合
わ
せ

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

電

話

〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三（
三
四
三
七
）三
二
六
〇

〔
寄
付
者
〕

〈
十
一
月
十
日
現
在
〉

・
時
宗

・
日
本
仏
教
讚
仰
会

・
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

・
山
梨
県
仏
教
会

・
愛
媛
県
北
条
仏
教
会

・
東
京
都
慈
眼
寺

・
真
言
宗
泉
涌
寺
派

・
本
会
教
化
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
一
同

（
合
計
八
二
〇
、
一
七
六
円
）

発
行
人

齋
藤
明
聖

発
行
所

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

U
R
L:http://w

w
w
.jbf.ne.jp/

全日本仏教会オリジナル 新潟・福井・福島各県の
集中豪雨に対する救援金のご報告●仏旗色腕輪念珠頒布のご案内

本会は、７月１３日からの新潟県・福井県・福島県における

集中豪雨に対する救援基金のお願いを加盟団体の皆さまに

呼びかけてまいりました。ご協力ありがとうございました。

各県仏教会には、見舞金として各３０万円を送金し、さらに

新潟県・福井県の救援災害対策本部宛に各５０万円を送金さ

せて頂きました。それに対し、平山征夫新潟県知事、西川一

誠福井県知事から礼状を頂戴いたしました。

今後も仏教精神を基調に全一仏教運動の展開と世界平和

の進展に寄与することを目的に国内外の救援に努めてまいり

ますので、引続き救援基金へのご協力をよろしくお願いいたし

ます。

お釈迦さまの教えを守り、

仏の道を歩んで行く時の

大いな旗印である仏旗の

５色を組み入れた腕輪念

珠、ブレス念珠を作成いた

しました。

子供用・大人用をご用

意しておりますので、各種慶弔、入園・卒園等の記念品と

してもご利用下さい。

【寄付者一覧】

天台寺門宗 全日本仏教婦人連盟 臨済宗相国寺派 黄檗宗

青森県仏教会 山梨県仏教会 真言三宝宗 静岡県仏教会

群馬県仏教連合会 岐阜県仏教会 西教寺（天台眞盛宗）

徳島県仏教会 時宗 金峯山修験本宗 滋賀県仏教会

真言宗国分寺派 光明寺（西山浄土宗） 信貴山真言宗

和宗 円覚寺日曜説教会（臨済宗円覚寺派） 真言宗中山寺派

真言宗御室派 長野県仏教会 天台宗 香川県仏教会

東京・明順寺 全日本仏教会職員会 〈順不同〉（１０月１５日締切）

（合計 ２，０３５，８８０円）

（星月菩提ブレス念珠）（プラスチック腕輪念珠）

材質はプラスチック、水晶、星月菩提珠、虎目石。
価格３００円～２０００円、子供用・大人用各種ご用意致し
ております。
詳細は本会財務部へお問い合せ下さい。

立ち入り禁止の札を掛けられた山門
（小千谷市：慈眼寺・真言宗智山派）
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